
 

 

  With コロナの学校生活           校⻑ 延永 保二 
 

日本では、差はありますが、ほとんどの地域で６月１
日までに学校が再開されました。 

イギリスでも６月１日から学校が再開されました。そ
の再開を前にして、イギリスのケント州にある小学校の
校⻑であるハワード・フィッシャー⽒が、学校のフェイ
スブックに公開したメッセージが大きな反響を呼んでい
ます。その一部に「私は真摯に、そして断固として言え
ますが、学校においてソーシャルディスタンスなんても
のは存在しません」とあります。そして、学校再開につ
いては否定的な言葉を綴っています。 

日本を含め、多くの国では学校再開について、さまざ
まな報道がされています。社会に学校が存在することが
当たり前であるのか、再開の意義そのものについての報
道は、ほとんど⾒かけません。学校が必要なことについ
ては、誰もが理解しているからだともいえます。 

私は、今回、学校再開の必要性を次のように考えてい
ます。それは、「子ども（生徒）の成⻑を、これ以上止
めない」ということです。学校は生徒の成⻑を⽀援して
いく場所です。学校が担う「子どもの成⻑」は次の２点
だと考えています。 
１︓生徒の学びを止めない 

教科の学習は自分一人でできる部分と、他者と意⾒を
交換しながら、自分の考えを深め、広げることが両輪だ
と思います。将来、オンラインでできるかもしれません
が、その場の雰囲気や臨場感が影響する部分は小さくな
いと考えます。 

２︓社会との接点を確保する 
人は社会の中で生きていくしかありません。しかし、

まだ、社会に出られない生徒は学校という場を通して社
会とつながります。そして、学校は、社会生活を送るう
えでの重要な体験の場なのです。 

しかし、冒頭のフィッシャー校⻑の言葉ではありませ
んが、「学校における（コロナウイルス）感染リスク」
は確実に存在します。だからこそ、学校では感染リスク
を排除するための環境整備と指導をしています。どう
か、生徒の皆さんには、「With コロナ」の時代を生きる
ための「新しい生活様式（三密の回避、マスク着用、手
洗い・消毒）」、「健康チェック」の習慣化の必要性、さ
らに、感染者や感染が疑われる人への寄り添う姿勢の大
切さを理解し、意識化し、⾏動化して欲しいと願ってい
ます。 

学校再開から１ヶ月近くが過ぎ、生徒の学校生活を⾒
ていると、日常が戻ってきたと感じる場面に出くわすこ
とがあります。しかし、いわゆる「Before コロナ」の
日常に戻ることは当分ないと思います。 

生徒の皆さんには、「自分は感染しているかもしれな
い。だから、周囲に感染を広げないようにする」ことを
⾏動指針とし、学校生活を送って
ほしいと願っています。保護者の
皆様におかれましても、これまで
同様に、お子様を⾒守り、学校に
対するご協⼒をお願いします。 

 
 
 

 
 学校が再開し、児童生徒の皆さんは新しい先生や友達とともに、楽しく学校生活を過ごしていることと思います。 

 本格的な夏が近づき、熱中症による事故が心配される時期になりました。今年は、新型コロナウイルス感染症の

予防のため、マスクを着用して生活することが多くなりますので、これまで以上に熱中症予防が必要になります。

のどが渇いていなくてもこまめに水分を補給する、通気性のよい薄着で過ごす、直射日光を避けるために帽子をか

ぶる、暑さで息苦しいと感じた時には、マスクを外すなど、適切な方法で予防してください。 
 

また、今年は、厳しい暑さの中、登校して勉強する日もでてきます。登校前や登校し

てからも、自分の体がいつもと違うと感じたら、無理をせず周りの大人に伝えましょう。

そして、健康で安全な夏を過ごしてください。 
 

 保護者の皆様、学校や地域の方々におかれましても、新型コロナウイルス感染症の予防

に配慮しながら、子どもたちが健康で安全にこの夏を送ることができるように、県民一体

となって子どもたちを守っていきましょう。 
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熱中症が心配される本格的な夏を迎えるにあたり、愛知県知事か
ら県内全ての学校の児童生徒及び保護者に向けてメッセージが
発信されました。以下にメッセージを掲載します。 

知事からのメッセージ 

 ～健康で安全にこの夏を過ごそう～ 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜７月の行事予定＞ 
【注意】今後の愛知県内の感染状況等により、さらに変更する場合があります。 
 
1 水  17 金  

2 木  18 土  

3 金  19 日 家庭の日 テスト週間（～28日） 

4 土  20 月  

5 日  21 火  

6 月  22 水  

7 火  23 木 海の日 

8 水 修学旅行説明会（３年） 24 金 スポーツの日 

9 木 短縮授業 25 土  

10 金 短縮授業 ⑦委員会 期末テスト範囲配付 26 日  

11 土  27 月 期末テスト１日目 

12 日  28 火 期末テスト２日目 花プレボランティア 

13 月 あいさつ運動 短縮授業 29 水 時間割変更①～⑥水１～４火５･６ 

14 火  30 木 生徒議会 

15 水 時間割変更（金1～6） 自然教室説明会(２年) 31 金  

16 木 １年生部活動正式入部 1 土   

「ノ－・メディアデー」 
緒川小・森岡小・北部中の 

三校連携で取り組みます 
 

北部中学校区の３校は、北部中学校の「テス

ト週間」にあわせて「ノー・メディアデー」に

取り組むことを校区内の家庭に呼びかけていま

す。 

北部中学生がテストに向けた学習に集中して

取り組む「テスト週間」に、小学生はテレビを

見たり、ゲーム機で遊んだり、不必要な携帯電

話・スマートフォンを使用することをやめて、

家族間での会話を楽しんだり、調べ学習や工作

など、日頃なかなかできない活動に取り組んだ

りして過ごしませんか。 

なお、この取組は、各ご家庭に強制するもので

はありません。各ご 

家庭のご事情に合わ 

せて、取組にご賛同 

・ご協力いただけれ 

ば幸いです。よろし 

くお願いいたします。 

「熱中症」に注意を 
東浦町教育委員会から 

「クールタオル」が配付されました 
 

今年は、コロナウイルス感染症対策を行いな

がら熱中症対策も心がけなければなりません。

また、多くの生徒の７・８月の登校日も増える

ことになり、例年以上に熱中症のリスクが高ま

ると予想されます。そこで、対策の一環として

東浦町教育委員会より町内の全児童生徒に下の

ような「クールタオル」が配付されました。本

校では、登下校時や屋外での活動時に活用して

いきます。 

 


